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公益財団法人　正力厚生会（http://shourikikouseikai.or.jp/）とは

正力厚生会は、読売新聞社元社主の正力松太郎氏から寄付された読売新聞社の株式を基本財産として昭和１８年に設立されました。読売新聞東京本社からの寄付金などをもとに事業活動を行い、２００９年１２月１６日には内閣府から公益財団法人の認定を受けました。

「がんになった患者や家族を助成する」ということに２００６年度から重点を置き、現在は助成事業として、「がん患者団体への助成」、「医療機関への助成」、全国のがん診療連携拠点病院などでの読売日本交響楽団によるチャリティコンサート「読響（よみきょう）ハートフルコンサート」などを実施しています。

特に、公益財団法人の認定を受けた以降の２０１０年度からは、公益目的事業の内容を「がん支援事業」に特化し、より質の高い「がん患者支援の正力厚生会」を目指しています。

〔がん患者団体への助成〕

２００７年度から、全国のがん患者団体を対象に一般公募で、選考を通過した１５～２０団体へ上限５０万円を毎年度助成しています。がん患者団体の活動（講演会運営やパンフレット作成など）に活用してもらっています。２０１７年度助成では、２９団体に助成、これまで全国の延べ２４０団体に助成金を交付してきました。助成団体は、毎年２月ごろに開催される専門委員会が内定し、３月の役員会で正式に決まります。

〔医療機関への助成〕

国立がん研究センター、がん研究会、東京大学死生学・応用倫理センター、帝京大学の４者による「地域における療養支援情報普及と活用プロジェクト」（２０１５年度からの３か年計画）への助成が現在進行中です。同プロジェクトは、前回の３か年計画（２０１２年度～２０１４年度）で、「ご家族のためのがん患者さんとご家族をつなぐ在宅療養ガイド」を完成させ、全国のがん診療連携拠点病院や全国の都道府県に配布したほか、「ガイド」の全コンテンツをインターネットでだれもが容易に閲覧できる環境を整えました。

現在、「ガイド」の普及と活用を更に深化させるため、全国で在宅療養にかかわる医師や訪問看護師、訪問介護士ら多職種の人材を対象とした「研修会」や一般参加型の「がん医療フォーラム」を開催しています。２０１７年は、千葉県柏市でフォーラムと研修会を開催する予定です。

過去の助成実績については、正力厚生会のサイトをご覧ください。

〔読響ハートフルコンサート〕

　２００７年度から全国のがん診療連携拠点病院などで、ＱＯＬ（生活の質）向上の一環として、読売日本交響楽団の弦楽四重奏による１時間程度のチャリティコンサートを行い、がん患者やその家族、医療関係者から好評を得ています。２０１６年度までに、６４会場で開催し、全国４７都道府県を一巡しました。２０１７年度は、全国の８医療機関で開催する予定です。毎回、「プロの演奏が癒しになった」「病院でコンサートが聴けるとは全く想像していなかった。勇気と元気をもらいました」などの声が寄せられています。

